











9輯 下峡下の上 柳川重政二世,渓 斎英泉
9輯 下株下の中 柳川重信二世,歌 川貞秀
9輯 下幅下の下 柳川重信二世,渓 斎英泉
板元 ・1-5輯 山崎平八(山 育堂)文 化11一文政6年
刊行年6-7輯 美濃屋甚三郎(涌 泉堂)文 政10一同13年

















年(1814)か ら天保13年(1842)ま での28年 の歳月 をかけて書 き上げ

















さて、 「八犬伝」は江戸時代の小説 である読本のジャンルに入 るものだ
が、当然のことなが ら、当時の出版方法は現在のそれ とはかな り異なって
お り、次 のよ うな工程で作成 された よ うである。
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まず作者が書いた原稿(稿 本)を 基に筆耕が清書 して板下を作 り、画工
が絵を描 く。そして、今度は完成 した板下を使って彫工が板木を彫 り、校
合本と呼ばれる校正摺(ゲ ラ)を 作者に戻凱 当館ではこれにあたるもの
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「八犬伝 」を書いた馬琴が、生涯に亙 って書 き続 けなければ生活ができな
か ったのは、実はこのためである。 これ に対 して、板 元の板株(出 版 権)・
は本屋仲間を通 じて他 の板元か ら保護 されてお り、蔵板 しているものは 自
由に再摺 りした り、改題本 に仕立て直 した りす ることができた。資金繰 り
に窮す る等の何 らかの事由で板株 を他の板元 に譲渡 して しま うのも、ごく
普通の ことであった。現に、 「八犬伝」 も全巻完結 までに3度 板元を変え
ている。1輯 か ら5輯 までが山育堂、次に涌泉堂で7輯 まで、最後が文藻









ところで、この八犬伝 一揃いはいつ頃 どのよ うな経緯で明大の所蔵に
なったのだ ろ うか。手掛か りの一つ としては図書台帳 の購入者欄 と目録
の基本カー ド(原 カー ドと称す)に 「大屋」 とい う名前がある。 また、林




この 「神 田の某古書店」とは、大屋書房の ことと思われ る。 しか し、図
書台帳の受入 日は昭和32年 ではなく、昭和41年9月28日 となってお り、
原カー ドにも 「(33.6.13大 屋)」 の上に 「41.9.8水野」 とい う記載がある。
ここにある 「水野」とは元明大教授で 日本近世文学専攻の水野稔先生であ
ろ う。入 手年が昭和33年 なのに受入 日が昭和41年 とい うい ささか奇妙な
感が あるが、入手時には水野先生の研究室に収蔵 され、その後改めて図書
館で登録 を付与 したのではないか と推 測 され る。




現在 「八犬伝」の板本は、「国書総 目録」、 「古典籍総合 目録」に載せ ら
れているだけで約40機 関が所蔵 しているが、全部で98巻106冊 とい う
彪大な書であるので、載っている所蔵機関総てが全巻揃いで、初摺本に近
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い とい う訳でもない。なぜベ ス トセ ラーである 「八犬伝」の板本がせいぜ
い170年 ほどでこれほど少なくなって しまったのだろ う。それは、あま り
にポピュラーすぎて珍 しくなか った こと、たかが小説 とい うことで打 ち捨
て られ保存す る人 もなかった こと、江戸後期の文学を書誌 的に研究対象 と
することが ごく近年までなかった こと、そ して最大の原因は読本そのもの
に価値 を認 めることが遅かった とい うことであろ う。
それでは、残存 している板本 のうち、明大本は どの ような位置 にあるの
だろ うか。 「八犬伝」に関す る文献を集 めてい る うちに明大本について記
述 されてい るものを幾つか見つけることができた。そ こで、これ らの文献
を時代順 に並べて 「八犬伝」板本研 究の流れ を追っていく。
















③ 「『南総里見八犬伝』の初板本」(板 坂則子著 『近世文芸』29・31号
1978-1979)『 文藻堂板の美麗な後刷板以前に出 された諸板で、伝来
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